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5.2GHz帯小型4素子アレーパッチアンテナの放射パターン
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1 まえがき
近年、通信距離の増大や通信品質の向上を目的として、
5.2GHz構無線LAN用のアダプティブアンテナへの要
求が高まっている。アダプティブアンテナを構成する、
アレーアンテナを小型化するために要素アンテナの間隔
を接近させると、各々の要素アンテナの相E結合が増大
し、その放射パターンが変化することが知られている。
本報告では、 5.2GHz無線LAN用の高利得パッチアン
テナ4素子を線状に配置したときの放射パターンについ
て述べる。
2 f着造
測定したアレーアンテナの構造を図 1に示す。単体
で9.3dBiを示す正方パッチアンテナを 0.52波長の間隔
でy軸方向に4素子配置したものである。正方パッチア
ンテナは、アンテナ中央に設けられた金属円柱により地
板上に支持された。各部の寸法を表1に示す。
3 測定
まず、正方パッチアンテナ単体の放射パターン (yz面
主成分)の測定結果を図2(a)(b)の'reference'に示す。次
に、図 lのアレーアンテナの第4素子及び第3素子の放
射パターン(yz面主成分)の測定結果を同図の'measured'
に示す。‘reference'と比較すると、第4素子はパターン
のピークが外側に、第3素子は内側に移動していること
がわかる。表2はアレーアンテナ各素子の給電端におけ
る相互結合の測定結果である。
4 検討
相互結合によりアレーアンテナの各素子が相互に励振
され、放射パターンが変化したと考えられるので、表2
の結果をもとに、相互結合を考慮した放射パターンを計
算した。計算結果を図 2の'theory'に示す。アンテナ
聞の相互作用により第4素子のパターンのピークが外側
に、第3素子のパターンのピークが内側に移動している
ことがわかる。
5 まとめ
5.2GHz帯4素子アレーパッチアンテナの相互結合を
考慮した放射パターンを検討した。相互結合のmlJ定結果
より計算される放射パターンと測定結果の振舞が一致し
た。小型アレーアンテナの設計に関する基礎データが得
られた。
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図1 アレーアンテナの構造
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(a)第4素子 (b)第3素子
図 2 アレーアンテナのいずれか 1素子だけ励振した場
合の放射パターン (yz面主成分)
